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生産組合で行っている薪生産の流れは以下のとおり
です。
　1）原木を土場に集積（写真1）

　2）グラップルソーで30cm程度に玉切り
　3）薪割機で分割（写真2）

　4）屋根付きストックヤードで乾燥（写真3）

　5）金網コンテナ，もしくはプラネットで出荷（写真4）

原木はできるだけ春先までに集め，一夏，乾燥させ
ることを心がけています。
通常，原木1m3から薪が約1.5m3が生産できます。
節を外したり，形状をできるだけ揃えたりしているの
で，時には1.5m3を下回ることもあります。それで
も，原料材の利用法として薪には価格的なメリットが
あります。
フォークリフトで運べる金網コンテナは主に大口の
事業者向け，プラネットは主に個人・小口向けに使用
しています。

■薪利用の状況
生産組合が生産している薪の販売量の推移を表2に
示します。

■はじめに－薪生産の背景
占冠村は，森林面積が村の面積の94％を占める，
そして人口1人当たりの森林面積が全道1位の自治体
です。林業は農業とともに占冠村の基幹産業としての
役割を果たしてきました1)。また，たとえば1970年
代，占冠村には4つの製材工場がありました2)。その
後，村内から製材関連工場がすべて撤退し，村産材は
すべて村外に出ていく状況となりました。
占冠村は第4次占冠村総合計画（2009～2018年度，
以下，4次総計）で，
・森林資源を保全・育成・活用する林業関係事業の振
興
・地域資源を活用した新エネルギーの活用
の2点を重点項目に位置づけ，2012年度には林業振興
室を設け，林業の課題解決および木質バイオマスの有
効利用に本格的に取り組み始めます。薪生産は，この
木質バイオマス利用方針の下で具体化した取り組みの
ひとつです。

■林業の方向性
北海道全体の人工林と同様，占冠村の人工林も一山
型の齢級構成になっていて，10齢級以上の高齢級人
工林は800ha程度あります。これまでの人工林整備
は，800haの高齢級林分も含めて一律に間伐中心に行
われてきました。しかし，間伐施業だけを続けていて
は将来における林業事業量の減少や生産材の質・量の
低下等が危惧されます。これを避けるためには，皆伐
再造林を計画的に実施し，森林資源の若返りを図ると
ともに，齢級構成の平準化を図らなくてはなりませ
ん。毎年一定の面積（民有林面積から考えると，年間
15haくらい）を皆伐することによって，造林，下刈
り，除伐，間伐などの仕事が安定的に生まれ，村内の
林業事業体の経営基盤の強化や競争力の向上が期待で
きることになります。
皆伐やそのための林道開設を行うことにより，A材
と同時に，利用上低位な材も一定程度生産されてきま
すが，低位材は現状の流通経路では処理が難しいと想

定されます。そこで，地域内における炭素循環やカー
ボンニュートラルを促進することも念頭に置き，薪材
としての利用を図る施策を講じることになりました。

■薪生産の始まり
4次総計がスタートした後，老朽化した村営湯の沢

温泉の改修計画が検討されました。4次総計の重点項
目である木質バイオマス利用を実現するため，バイオ
マスボイラーを導入することになりました。木質燃料
として，チップ，ペレット，薪が比較検討され，薪が
選択されました。これは，村内には製材・チップ工場
がなく，ペレット工場を含め，新たな工場を導入する
のは事業費の面でハードルが高かったからです。

2013年，「湯の沢温泉　森の四季」としてリニュー
アルした施設に薪ボイラーが導入されました。同時に
薪供給を担う一般社団法人占冠村木質バイオマス生産
組合（以下，生産組合，表1）が2013年11月に設立さ
れて，村産材での薪生産が始まりました。

生産組合は，常勤社員1名と臨時職員1名で薪を生
産しています。当初，薪原料として林地未利用材を使
用する考えもありました。しかし，林地未利用材を収
集，運搬するのではコストが合わないことがわかり，
現在は村有林から出材される原木のうち，原料材区分
のものを薪として利用しています。また，高齢級の林
地にはハンノキなどの広葉樹が侵入していることが
多々ありますが，それら侵入木も薪原料になっていま
す。また，今後は民有林人工林の整備も進めながら，
そこから出てくる原木を薪原料とすることも視野にあ
ります。

2018年度までは湯の沢温泉での利用が6割以上を占
めていました。2016年度以降，灯油価格との競合に
より湯の沢温泉での利用が減少する一方，一般家庭等
での利用量が増加し，2020年度は温泉向け3割，一般
家庭等向け4割強となっています。一般家庭等での薪
利用が増加しているのは，村が一般家庭向けの補助制
度（表3）を設けて薪の利用促進を図っていることが
あります。なお，村の補助の恩恵を受けない村外での
利用も2割程度を占めています。現在，このような新
しい利用者にリピーターになっていただくため，品質
の向上＝乾燥の促進に取り組んでいるところです。
生産組合が定めている薪の種類およびその販売価格
は表4のとおりです。これは，生産組合のホームペー
ジに掲載しています。
需要は，広葉樹・針葉樹混合薪が最も多く，ついで
広葉樹薪で，針葉樹薪の需要は多くはありません。発
熱量ベースでの価格は針葉樹薪が有利で，薪ボイラー
での利用には向いていると思います。今後，村有林に
加え，私有林からも針葉樹原木の供給が増えると想定
しています。そのため，針葉樹薪の利用促進を図る必
要があります。そこで，2021年度からは針葉樹薪に
厚い補助制度としました（表3）。併せて，事業者向け
には，使用量が多いと補助単価が上がる仕組みを導入
しています。
　

■おわりに
薪を利用する村内の公共施設は，湯の沢温泉に導入
以降，村営スキー場ロッジ，道の駅「自然体感しむ
かっぷ」，トマム地域カフェ「ミナ・トマム」，そし
て占冠保育所と着実に増えてきています。さらに，一
般家庭での利用も広がっています。
村の原材料が村内で利用されることで資金が村内で
循環するとともに，新しい雇用が生まれています。こ
れからも，薪を核とする木質バイオマスのエネルギー
利用を進めていきたいと考えています。

■参考文献
　1）占冠村：第5次占冠村総合計画，p.11（2019）.
　2）伊藤久雄：北海道における山村構造の変化，地理学
評論44-3，pp.155-167（1971）.

（本稿は，一般社団法人占冠村バイオマス生産組合　
長瀬弘侍氏，占冠村農林課林業振興室　根本治氏，
高桑浩氏のご説明を取りまとめたものです。また，
薪原料原木の収集等に関する取材については道総研
林産試験場　酒井主査（経営）の協力を得ました。
それぞれの皆さまに深く感謝いたします。編集部）
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仁宇布小中学校の新校舎は，2021年3月に完成しました。
新校舎は木造平屋建てで，地元の木材を活かして柱や梁
にカラマツの集成材やトドマツの製材，壁にトドマツの羽
目板，床にカラマツのフローリング材を使用しています。
表紙の写真は共有スペースの吹き抜けの様子です。カラ
マツの赤味の強い材色とトドマツの淡く白い材色のコント
ラストがメリハリの利いた魅力的な空間を形作っています。

※：林産試だより2021年9月号からの転載
　  （（地独）北海道立総合研究機構森林研究本部林産試験場　承諾）
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